
科目名

Subject

開講年次 1 開講時期 前期 単位 2

必修／選択 選択 授業形態 演習 時間 30

実践的教育

科目の概要

授業の目標

時間外学習
（予習・復習）

教科書

教材

使用設備・備品

参考文献

履修上の注意

本科目履修と
関連する資格

資格名

企業等での現場体験を通して社会を知り、社会人として必要な知識や技術を学び、ホスピタリティやコ
ミュニケーション能力を養うことによって、社会人基礎力を高めることができる。
また、社会人になった時のことを想定し、現在身につけておくべきことを探求することができる。

インターンシップ期間中の日々の記録を反省点改善点感想等を加えてレポートにする。 このレポー
ト作成については６０分～９０分程度の時間を要することを想定しています

教科書・教材

無し

無し

無し

無し

インターンシップの意味や目的、社会常識やコミュニケーションスキルについて事前準備を行い、実践
に臨みます。
一定期間、美容関係またはデザイン関係の企業で仕事を体験することにより、社会人として働くとはど
ういうことか、社会人として必要な心構えや現場で必要となる知識、技術はどのようなものかについて
学びます。
インターンシップ終了後は、学んだ成果等について、反省、報告を行います。

主な学習効果

無し

大野　淑子
インターンシップＡ

Internship A
教員名

レポートに対して、コメントを返します。

○

１）美容技術とデザイン力、 すなわち
美容における実践力

２）表現力、すなわち芸術における実践力

○ －

評価方法
研修への取組み姿勢、およびインターン先の評価８０％　インターンシップ記録２０％

なお、出席数が不足の場合は評価対象とはしません。

可能な限り毎日担当教員と連絡を取ります。これは状況確認の意味もあります。

学生へのフィー
ドバックの方法

5行以内

9行以内

12行以内

5行



授業内容 到達目標 予習・復習・備考

第１回 オリエンテーションを行う
インターンシップの意義を理解す
る

説明内容をレポートにまとめる（60
分）

第２回
事前教育（１）社会人常識につい
て学ぶ

社会人常識を習得できる
説明内容をレポートにまとめる（60
分）

第３回 事前教育（２）企業研究を行う
インターンシップ先について説明
できる

企業情報をファイリングする（60
分）

第４回 インターンシップ
目標を持って日々の業務に取り組
み、仕事の理解を深める

業務内容や学んだことを整理し、日
誌にまとめる（60分）

第５回 インターンシップ
目標を持って日々の業務に取り組
み、仕事の理解を深める

業務内容や学んだことを整理し、日
誌にまとめる（60分）

第６回 インターンシップ
目標を持って日々の業務に取り組
み、仕事の理解を深める

業務内容や学んだことを整理し、日
誌にまとめる（60分）

第７回 インターンシップ
目標を持って日々の業務に取り組
み、仕事の理解を深める

業務内容や学んだことを整理し、日
誌にまとめる（60分）

第８回 インターンシップ
目標を持って日々の業務に取り組
み、仕事の理解を深める

業務内容や学んだことを整理し、日
誌にまとめる（60分）

第９回 インターンシップ
目標を持って日々の業務に取り組
み、仕事の理解を深める

業務内容や学んだことを整理し、日
誌にまとめる（60分）

第１０回 インターンシップ
目標を持って日々の業務に取り組
み、仕事の理解を深める

業務内容や学んだことを整理し、日
誌にまとめる（60分）

第１１回 インターンシップ
目標を持って日々の業務に取り組
み、仕事の理解を深める

業務内容や学んだことを整理し、日
誌にまとめる（60分）

第１２回 インターンシップ
目標を持って日々の業務に取り組
み、仕事の理解を深める

業務内容や学んだことを整理し、日
誌にまとめる（60分）

第１３回 インターンシップ
目標を持って日々の業務に取り組
み、仕事の理解を深める

業務内容や学んだことを整理し、日
誌にまとめる（60分）

第１４回 インターンシップ
経験したことを再度確認・精査
し、今後の学習に活かすことがで
きる

報告に向け資料を作成する（60分）

第１５回 インターンシップ報告会
自分の経験を発表することでプレ
ゼンテーション等の能力を身につ
けることができる

反省点、改善点をまとめて一つの形
にする（60分）

授業計画


